










〔研究目的〕 

 ハイ・リスク新生児の継続的管理の第一歩は,新生児期に入院管理を受けた医療施設にお

ける退院後管理である。本研究班の研究協力者の一人,小川は昨年度愛知県においてこの問

題を調査し,医療施設における継続的管理が十分でないこと,地域保健所との連携がわるい

ことを指摘したが,今年度は神奈川県における継続的管理の現状を調査し,その実状を知る

と同時に,脳性麻痺,精神遅滞,言語障害,聴力障害,視力障害など,継続管理中に起こる可能

性のある疾患に際しての事後措置体制についても検討することを目的とした。 


